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1 磯津環境学校 |

1野財 :

こ き :

こころ :

講 師 :

第33口いそかん東北支援7クシマ連帯

春を探して食べよう
昔から「春の料理には苦味を盛れ」と言うのだそうです。春の苦味食材は眠つてい

た冬の身体に生命力や活力を補給して目覚めさせ、冬の間に蓄えてしまった脂肪を

溶かし、身体に溜まっていた老廃物を体外に出してくれるのですね。

今回は桐生先生のご配慮で 20種類近い春の山野草をいただきます。かじつて、から

い、すつぱい、にがいを味わい、こんなにたくさんのものが食べられるのか !とビックリし

てもらおうと思います。子どもたちの体験も取り入れ、大人たちも知らないことをいつぱ

い学んで、人びとの知恵も引き継ぎたいと思います。ちようど、今が旬です !!

それと3.11から2年になります。東北を忘れず、フクシマに思いを馳せ支援活動も !
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柄7ラザ 調理室

相生定巳先生、中嬌千絵先生

日程 : 受付 8:45～

9:00～ 9:30   桐生先生から、春の出菜のお話

9:30～ 10:15  楠プラザ周辺で出菜さがし探検

10:15～11:15  中嶋先生の指導で調理実習

11:15～ 14:45  いただきま～す

12:30 片付け・解散

《持ちもの》参加協力費 500円 (剰余金はフクシマに送金 させていただきます )

エプ ロン、三角 巾、ハ ンカチ、 ドギーバ ッグ (残 りを持ち帰るためのタ

ッパーのこと)、 ビニル袋 (山 菜を持ち帰る)

※ 用意できる人は春の山菜 もさが して、お持 ちくだ さい。

※ 当 日は参カロできない人 も 「フクシマ連帯」の 500円 のカンパを !

ふれ負●0和参れ歓逍 !
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ノビル (ユ リ科)

あぜ道など日当りたよいとこうに
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